
『よさ、とりえ、輝く個性を伸ばし 笑顔あふれる学校』

日本人の「道徳性」

校長 有山 博之
ゆったりと一面を照らす穏やかな朝の陽の暖かさは、初冬の朝の冷たく凍えた大地を一瞬に

覚ましたかと思うと、すぐにそのたおやかな暖かさで、森羅万象を包み込みます。そんな厳し
く、そして美しい季節の到来です。地域や保護者の皆様には、日頃より本校教育の推進のため

に、ご支援、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。寒くなります。どうぞご自愛なさっ
て健やかにお過ごしください。

学校では、寒風の中、生徒たちは早朝から夕刻まで、学習に運動に元気に励んでおります。
二学期も残り四週間。あっという間の二学期でした。しかし、とても内容の濃い学期。この三

か月間にたくさんの行事や体験、もちろん一時間一時間の授業を通して、生徒は大きく成長し
たと思います。学校生活全てを通して生徒たちの体現する「よさ、とりえ、輝く個性」を伸ば

す姿には、いつも感心させられます。これも地域・保護者の育みのお陰と、感謝申し上げます。
さて、今という時代はどんな時代だろうと常日頃考えています。私たちが小さかった頃、冬

枯れの原っぱを、真っ赤な頬をして走り回る子供たち。いつの間にか手にした枯れ枝でのチャ
ンバラやそこに住む生き物たちとの魅力的な遊び。自然と出来上がった小さな社会機構の中で、

ガキ大将を中心に、野原を飛び回っているうちに、知らず培われていた弱いものへのいたわり
と、正義、公平、そして思いやりの意識。子供たちはこうあらねばならぬ、と私自身の幼い頃

を重ね合わせながら考えてきました。少子化や核家族化が進行し、地域から子どもの数が減り
ました。そしてそんな有効な小さな社会機構を育んでいた場所、原っぱも姿を消しました。そ
こで生まれていた、かつての良性でインフォーマルな活動の中から、一人ひとりの小さな意識

の中に生まれてきた「人」としての当たり前のモラル（道徳性）が、今、育成の場を失ったこ
とにより崩れてしまうことが懸念されています。

カタールで開催中のサッカーワールドカップ。ドイツ相手に歴史的
な勝利を収め、日本中が歓喜に沸きました。コスタリカに惜敗はした

ものの現在も白熱した試合を繰り広げています。それとは別に、日本
人の振る舞いにも脚光が当てられています。日本サポーターのスタジ

アムでのゴミの片付け、日本代表の試合後の綺麗に整理整頓されたロ
ッカールームなど、日本人のモラル（道徳性）の高さに、日本人とし

て誇りを感じます。道徳とは、道徳的な行為を実践していく内面的体制（姿勢）であると言え
ます。そして、「道徳性」は、社会的生活の中で学習成果として身についていくものです。そこ

で重要となってくるのが道徳教育です。すなわち、学校の全教育活動で行われる「道徳教育」
の目標は、個々にこの「道徳性」を身につけることです。それは流動的で、達成的な概念では

なく、常に向上的な概念です。しかも、一人ひとりの「道徳性」は一つとして同じ形はなく、
しかも、日々変化する。つまり、一時期は身についたある種の道徳性、例えば、公共心や正義

もいつの間にか欠落してしまうといったこともあるということです。だから、常に「向上」し
ていくように、学校でも社会でも「道徳性」の向上を期する継続的な取組をしていかなければ

ならないと強く感じています。
今後も、更に「知」「特」「体」のバランスの取れた生徒の育成のために全職員力を合わせ取

り組んでまいります。ご協力、よろしくお願いいたします。
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学校教育目標

よく考え進んで学ぶ生徒

誠実で思いやりのある生徒

心身ともにたくましい生徒
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１１月２４日(木)スケアードス

１１月１１日(金)次期生徒会 トレイト（交通事故再現）による

長・副会長を決める選挙が行わ 交通安全教室を実施しました。衝

れ、１１月３０日(水)生徒会引 撃もあったかと思いますが、今回

き継ぎ式をもって、生徒会長の の再現事故を他人事と捉えるのでなく、絶対に交通事

馬場 宗佑さんを中心に、新たな 故に遭わないように、交通ルールをしっかり守り、細

生徒会活動がスタートしました。今まで、先輩たちが 心の注意を払って、自分や他人の命を守ってください。

築き上げてきた伝統を受け継ぎ、第７７期の人たちは

さらに長野中を高めていってもらいたいと思います。

これからの活躍を期待しています。 １１月２９日(火)本校卒業生である

聖マリアンナ医科大学堀口忠利先生に

お越しいただき、薬物乱用防止教室を

開催しました。今回の講演で薬物の乱用は、心身をむ

しばみ、人生を狂わす大変恐ろしいものだと再確認で

きたかと思います。薬物の誘惑はどこに潜んでいるか

わかりません。興味本位で近づかない、関わらない、

使わないと断固とした姿勢を持ちましょう。

１ 木 専門委員会 ※清掃カット １７ 土
２ 金 ※Ａ短 １８ 日
３ 土 １９ 月
４ 日 ２０ 火
５ 月 ２１ 水 給食終了 ★
６ 火 ＰＴＡ酉の市補導 17:50 ２２ 木 (３時間) 大掃除
７ 水 第２回学校運営協議会 9:45 ★ ２３ 金 終業式 ３年記録通知書配付
８ 木 ２学年職場体験事前訪問 ２４ 土
９ 金 (午前中Ａ短) １・２年期末ＰＴＡ（１年スキー学校説明会、２年授業参観） ２５ 日 ＊冬季休業日～ 1/6
１０ 土 ２６ 月 ３年通知書訂正／私立調査書配付 ９：００～１１：００
１１ 日 ２７ 火 ３年通知書訂正／私立調査書配付 ９：００～１１：００
１２ 月 ２８ 水
１３ 火 ※清掃カット ２９ 木
１４ 水 ※木曜授業 ２年救命講習会 ３０ 金
１５ 木 安全の日 ３１ 土 大晦日
１６ 金 ★は、スクールカウンセラー来校日

○埼玉県アンサンブルコンテスト中学校地区大会 管打楽器七重奏吹奏楽部
（銅賞）2-4黒山 小桜 2-1長谷川 花凪 2-1松尾 凜

1-3新井 柊音 1-3河野 裕貴 1-4小林 未奈 1-4平塚 愛菜
○身体障害者福祉のための埼玉県児童生徒美術展覧会
（入選）1-1小野 茉鈴 1-2高橋 琥太郎 1-2竹次 慶太 1-3髙橋 奏汰 1-4平塚 愛菜 1-4和久井 悠行

2-1松尾 凛 2-2金子 友里愛 2-2髙橋 亮太 2-2瀧澤 有加 2-4黒山 小桜 2-4矢口 侑武
3-1村社 璃音 3-2藤田 きらり 3-2湯本 奈々 3-3金子 星凛 3-4乙部 葵 3-4深井 千愛
3-4堀口 野乃花

○郷土を描く児童生徒美術展 （特選）1-3髙橋 奏汰
（入選）1-1髙澤 吾有 1-1栗田 大也 1-2村島 雪莉 2-2髙橋 亮太 2-4黒山 小桜 2-4豊田 ほのか

2-4矢口 侑武 3-1川崎 未翔 3-2相原 悠吏 3-2湯本 奈々 3-3河野 弘明
○行田市少年の主張大会（教育長賞）3-4深井 千愛
○中学生の「税についての作文」 （行田税務署長賞） 1-1浦邉 琉杜
（行田市市長賞） 3-4 瀬田 心誠 （行田税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞銅賞） 3-2 舞原 嘉人

○行田市青少年剣道大会 (２位) 2-3 藏内 秋輝 (４位) 2-3 川上 和真 (３位) 1-2 伊藤 鈴音

【第７７期 生徒会本部役員】

生徒会長 馬場 宗佑(2-3) 文化局長 栃金 嗣実(2-3)

副 会 長 坂上 優翔(2-2) 文化局員 持田 陸央(1-1)

副 会 長 遠藤 颯葵(1-4) 体育局長 長谷川 さくら(1-3)

書記局長 清水 優衣(2-3) 体育局員 萎澤 実和佳(1-2)

書記局員 平塚 愛菜(1-4) 会計局長 若林 ももか(2-4)


